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先日、町民の方が楽譜を作り、プロの方が編曲されたという「新明和音

頭」を聴かせていただきました。また、音頭に付きものの踊りの振り付け

も出来ておりました。 

これは、町が依頼した訳ではありません。ある町民の方が、明和町を盛

り上げるために作ってくださったのです。町長として、こんなに嬉しいこ

とはありません。自主的に明和音頭が出来るという事は、まさに天下太

平、鼓腹撃壌
こふくげきじょう

であると思います。 

鼓腹撃壌
こふくげきじょう

とは、中国の十八史略出典の故事で「町の中で、老人が食べ物

を頬張りながら腹つづみを打ち、地面を踏み鳴らして拍子をとりながら踊



り歌っている」という様態を言います。これは「人々が平和で安定した生

活を送っていること」のたとえです。町の行政が安定しているという表れ

に、私はしばらくの間、この鼓腹撃壌の故事を思い出し、言い知れぬ無類

の喜びに浸ることが出来ました。本当に嬉しい限りです。 

では、元々の明和音頭はいつどんな風にできたのでしょうか？ 

 

【元祖 明和音頭 はいつできた？】 

元祖 明和音頭は、昭和

45 年に明治 100 年と明和

村合併 15 年を記念して、

当時の小松原村長が利根

一郎氏（恩田前町長の伯

父さん）に依頼して作ら

れたものです。歌い手は

曽根史郎さんと新山まり

子さんでした。明和中学

校産業教室と明和西小学 

【当時のレコードジャケット】          校体育館（現在の 1 世代前

の物）の落成式が西小学校体育館で行われた時(昭和 45 年 2 月 12 日）に

発表されたと明和広報に記されてあります。 



【合併から６７年が経過しました！】 

明和村は、昭和 30 年 3 月 1 日に千江田村、梅島村、佐貫村の３村が合

併して出来ました。当時は、国を挙げて町村合併促進法を作り合併を促進

しておりました。ですから、統一地方選挙が 4 年に一度、原則的には春に

やってきます。明和村では、春は田んぼが忙しいので田植えが終わる 7 月

に村議会議員選挙を行う事で合意したそうです。だから、今でも明和町議

会議員選挙は暑い時期の選挙になっているのですね。 

 そして明和村は、平成 10 年 10 月 1 日に町制を施行し「明和町」になり

ました。元々は、田と畑だった所に工場が建ち並び、昭和橋も 3 代目の橋

になり、3 代目の橋は上り 2 車線、下り２車線の高規格の 4 車線になり、

さらに館林明和バイパス道路も出来ました。川俣駅も橋上化し、東口には

病院も出来ました。東小学校と西小学校隣には学童保育を併設した老若男

女がつどえるスズカケ・ポプラのふれあいセンターも出来ました。今は、

大型商業施設コストコの来春オープンを目指して建設しております。ま

た、駅西側には温泉付きのビジネスホテルが進出予定です。 

元祖 明和音頭誕生から 52 年の月日を経て、生活様式が変われば住んで

いる皆様の感覚も変わり、このような新明和音頭が誕生したのだと思いま

す。 

 

 



  



【新明和音頭とは】 

新明和音頭のコードは、Am(エーマイナー)から始まるイ短調の曲で

す。落ち着いた音色と優しい歌声で人々の心に響くハーモニーです。こん

な素敵な音頭を作ってくださった方に心より感謝申し上げます。 

この新明和音頭が定着し、町民の人々に広く親しまれていく事を切に望

みます。そして、次の 50 年も発展する明和町であってほしいと願ってお

ります。 

 

 

令和４年８月  日 

明和町長   冨塚もとすけ 


